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1.'はしがき

最近のトルコはちょっとしたセビオライトブｰム

である.それは主として,ここ2～3年の問に日本

からのアプロｰチが相次いたことによる.その一つ

は豊田通商㈱がトルコのTIRAN鉱業と合弁で行っ

ているセビオライトの開発であり,もう一つは工業

技術院名古屋工業技術試験所とMTA(トルコ鉱物

資源調査総局)が共同で行っているrトルコのセビ

オライトおよび高Mg質粘土の利用に関する国際

協力研究(いわゆるITIT研究)｣である.この二つ

のプロジェクトが最近相次いでスタｰトしたために

私の所へも多くの間合わせが寄せられるようにたっ

た.しかしトルコの場合,セビオライトは現段階で

はまだ将来資源と考えた方が現実に近いと思われ

る.従って品質はどうやって決めるのかとカ㍉価格

はどれ位がといった具体的な質問になると,私自身

の不勉強もあって返答に窮せざるを得ない言うのが

実情である.

現在のところセビオライトの最大の用途はペット

リッタｰ(犬,猫などペットのトイレの臭い消しに

使う)である.最近のヨｰロッパでのセビオライト

の消費量は年間100万トンを越したとのことであ

り,殆ど大部分がスペインから供給されている.

一方日本でも脱臭用のセビオライト壁紙やフィル

タｰが市販されており,排ガスを吸着するハニカム

の原料など,セビオライトの用途の開発は最近著し

く進んでいる1しかし日本の場合,セビオライトに

アタパルジャイト(セビオライトに類似する粘土)を

加えても消費量はまだ年間2万トン程度であるし,

需要も高純度の原料に限られているようである.前

述の豊田通商㈱のセビオライト開発も,最も純度の

高い褐色セビオライト(後述)の採掘に止まっており

量的た意味ではまだ本格的な開発には至っていな

し･.

また名工試の利用研究は,3年の短期間にもかか

わらず幾つかの分野で注目すべき成果をあげて来て

いる.特にトノレコだけでなく世界的にも埋蔵量最大

と目されるドロマイト質セビオライトから酸処理に

よってセビオライトを精製する実験に成功したこと

(Inukaieta1.,1992a),セビオライトから多孔質か

つ低膨張率のコｰディエライト磁器の製作に成功し

た事(Inukaieta1.,1992b)など,将来の開発に向け

て幾つかの重要な基礎固めを行ったことが注目され

る.

確かにセビオライトはその粘性,吸着能,焼成し

ても多孔性が保たれるたどの特異な性質によって,

今後広く利用される可能性が大きいと考えられる資

源である.恐らく近い将来には独自の用途だけでな

く,ベントナイトやゼオライト,更にカオリンやア

スベストだとの用途の一部に代替資源として使用さ

れるようになると思われるが,それは利用研究を進

めておられる方違からの発表を待つほかはない.

私は名工試とMTAとの共同研究が発足して以

来,親友のダネル君がMTA側のプロジェクトリ

ｰダｰになったこともあって,1990年に行われた

野外調査にはしばしば参加してセビオライトの産状

を実際に見聞する機会に恵まれた.その後1991年

には私自身が実験関係のセクションに移ってしまっ

たため,セビオライト調査を直接行う機会は殆どな

くなってしまったが,私がタッチした限りでもトル

コのセビオライトには少なくも3つの異なる産状
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があり,性状もそれぞれ異たっていることが予想さ

れた.名工試との共同研究は92年度で終了するの

でやがて詳細な報告が発表されるはずであるが,こ

こではその土台となった初期の野外研究の結果の概

要について御紹介することとしたい.なおここで御

紹介する内容は私自身が調査から取りまとめまで直

接タッチした範囲に限られていることをお断わりし

ておく.そしてそのかなりの部分は,最初に作成さ

れた中間報告(Irkegeta1.,1990)の基礎となったも

のである.

実際にはMTAではその後1992年にかけて大規

模な調査を継続しており,調査の進展と共に更に多

くの事実が明らかにされつつある.これらの結果は

先目ダネル君が訪日する時に持参しており,名工試

で行われている利用研究の結果と合わせて最終報告

書に盛り込まれるはずである.

2.セビオライトとは?

最近は少なくなったが,1年程前までは｢セビオ

ライトって何ですか?｣と言う質問をしょっちゅう

頂いたものである.そしてその度に私が言うのは

｢ほら,あのパイプなんかを作る海泡石ですよ.あ

の主成分の粘土がセビオライトです｣という答えで

ある.

海泡石“メｰルシャウム''と言う名前には何とな

く魔法の石といった響きがある.トルコは世界でも

最も著名た海泡石の産地であり,アンカラ西方約

200kmのエスキジェヒノレ周辺の数カ所で採掘され

ている.海泡石は純白･級密で軟らかくかつ光沢が

あり,恐らく彫刻材としては最上質の素材の一つで

あろう.更にその主成分のセビオライトは極めて多

孔質であるためニコチンをよく吸着する特質があ

り,これもパイプの素材として重用される要素の一

つともなっている.

しかし上記のような質問が出るのは当然のこと

で,セビオライトは日本ではまだきわめて馴染みの

少たい粘土質原料であり,私自身も14年前に始め

てトルコヘ来るまでは殆ど手に触れる事がなかった

位である.なおセビオライトの産状や鉱物学的な特

徴,またその特異な性質と利用開発の現状について

は,大塚良平氏による要を得た総括があり(大塚,

1984),他に地質ニュｰスでも紹介されている(下

第1図セビオライトの基本構造形態.

abcは結晶軸の方向.各リボンはタルク状の構造

を持ち,4面体層の逆転によりリボンが繋がり鎖

状構造を呈する.(永田,1976,による)

坂･和田,1986)ので,詳細についてはそちらを参

照して頂くこととし,ここでは最小限必要た説明だ

けを述べることとしたい.

セビオライトは含水マグネシウム珪酸塩鉱物で組

成的にはタノレク(滑石)に似ているが,理論式から計

算したSi02:Mg0:H20の大体の比率はタルクが

63:32:5であるのに対しセビオライトは56:25:

19どたり,より多くのH20を含むほかSi02/MgO

比も若干大きいという違いがある.

しかしセビオライトと,タルクやその他普通の粘

土鉱物との最大の違いは結晶構造にある.よく知ら

れているように,普通の粘土鉱物の場合はSi-Oの

4面体層とA1やMgと0あるいは0Hからなる8

面体層が重なりあい,これがそのまま横に繋がって

雲母に似た層状構造を作っている.4面体層と8面

体層からなる京ではセビオライトも同じであるが,

セビオライトの場合は第1図に示すように,繊維

軸に直交するb軸およびa軸の方向では単位格子

が一つ置きにずれて鎖状に繋がっているため格子間

に孔隙を生じ,この孔隙が繊維軸に平行する一種の

チャンネノレを形成している.

セビオライトと類似の構造を持つ粘土鉱物にパリ

コノレスカイト(アタパルジャイトとも言われる.試

錐用泥水の調整剤などに利用されている)があり,

これらは一括して鎖状粘土鉱物と呼ばれている.パ

リゴルスカイトは上記の8面体層中のMgおよび

4面体層のSiの一部がA1で置換されたもので,セ

ビオライトより若干小さい孔隙をもっている.

セビオライトの特質は何と言ってもその吸着能,

粘性その他のレオロジｰ的特質,それに触媒能にあ

る.このような特質から考え得る,また実際に利用
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されている分野としては,吸着材,触媒の担体,洗

剤,トイレなどの脱臭剤,たばこのフィルタｰ,ペ

ンキやプラスティックのバインダｰだと多種多様な

用途がある(A1varez,1984).その他焼成してもそ

の繊維状の形態や多孔性を失わない特質があること

から,セラミック吸着材,触媒だとの原料としての

活用も広がりつつあり,今後処理技術の開発と関連

して利用分野も一層広がることが期待される.

3｡'セピ才ライトの一般的産状および成因

セビオライトは常温常圧で安定た鉱物であり,主

として半乾燥気候下での湖成ないし潟成堆積物とし

て,また蛇紋岩やドロマイトに由来する二次的な生

成物として産出する.セビオライトおよびパリゴル

スカイトの分布および産状に関して,Ca11en(1984)

は次のような総括を行っている.

(1)セビオライト･パリゴルスカイト鉱床の分布に

は緯度による観制が明瞭に認められ,成因的に乾

燥気候と密接な関係カミあることを示している.そ

の分布は地質時代により若干の変動はあるが,白

壷紀(約6500万～1億3500万年前)以後について

言えぼおおよそ北緯20～40｡南緯10～35｡の範囲

に集中している.

(2)これらの鉱物は半乾燥ないし周期的乾燥気候条

件下で堆積した潟ないし湖沼成の地層中に賦存す

る.恐らくアルカリ性の汽水環境下で堆積したも

のである.

(3)海成の地層に大規模な鉱床が賦存する例もある

(白亜系や北部ロシアの古生層).これらは気候条

件との関連が認められないことから,熱水変質作

用により生成されたと推定される.

(4)脈状鉱床の多くは熱水性のものである.しかし

割れ目や空隙を充填してできたものの一部は,湧

水からの沈殿や風化作用によって生成されたと思

われる.

そして以上のような産状から,セビオライトおよ

びパリゴルスカイトの主要な生成過程として次の

3つが考えられるとしている.

1)主として内陸の湖沼における化学的堆積物

として,また既存の粘土鉱物の続成変質によ

り生成された1

2)主として大陸周縁の海盆や海嶺付近で玄武
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岩質ガラスや火山性堆積物,粘土などが熱水

変質を受けて生成された.

3)石灰質の土壌中で直接生成された.

この総括で示されている考えの中で最も軍票たの

は,1)の化学的堆積物としてのでき方である.こ

の型の鉱床は大規模鉱床に発展する可能性が大き

く,世界最大のセビオライトの産地であるスペイン

のヴァジェカスｰヴィカルヴァロ鉱床も,pH8～9

の湖水環境下で,Si02とMgOに富みA1203の少

ない溶液から,､セビオライトがチャｰトや炭酸塩鉱

物と共に直接沈殿したものと推定されている(Ga-

�����������

なおトノレコの海泡石鉱床については余り明確な結

論は述べられてなく,｢蛇紋岩などMgに富む岩石

が変質されたものであるが,変質作用は必ずしも蛇

紋岩礫などの堆積後とは限らたい｣などの議論がだ

されていた(Buie,1975).なお日本には鉱床と言え

るようなセビオライトは無く,スカノレソ鉱床に伴う

熱水性粘土脈,蛇紋岩やドロマイトの割れ目を充填

したものなどが知られている(大塚,1984).

4.トルコのセピ方ライト鉱床

前述のCa11en(1984)の総括に示されたように,

セビオライトの生成に大きな関係があるのは半乾燥

性の気候条件と湖沼性～潟性の堆積条件である.更

にまた堆積盆の後背地が蛇紋岩などMg質の岩石

に富むことも重要な要素としてあげられよう.その

点では新第三紀以降のトルコは正にその条件を満た

していたと言って良い.事実,セビオライトの潜在

的埋蔵量は莫大なものがあり,その産状も今までの

考えだげでは解釈出来たいものも見出されている.

私が実際に見聞したものだげでも,トルコのセビオ

ライトには少なくも次の3つのタイプがあり,生

成過程･性状もそれぞれ異なっている..第2図に

これらのセビオライトの産地を示す.

��

��

��

いわゆる海泡石

内陸性環境下で自生的に沈殿Lたもの

凝灰質岩層が一旦スメクタイ.ト化し,更に低

温の熱水作用を受けてセビオライト化したも

の

以下それぞれの産状について簡単に紹介する.�
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第2図セビオライト産地の位置図

4.1海泡;百鉱床

海泡石の産地として最も著名なのはエスキシェヒ

ル北東のセペッチと東方のトノレクメソトカトであ

る.私は1979年にセペッチを,今回のITIT協力と

の関係でトルクメントカトを訪問した(写真1)

が,採掘層準の深度の違いがある他は全く同じ産状

であることが確認された.

鉱床が賦存するのは蛇紋岩など超塩基性岩の近く

に分布する角礫に富む淘汰の悪い段丘堆積物様の地

層で,採掘層準の深さは数m(トルクメントカト)

から100m以上(セペッチ)と一定していない.実

際に坑道に入って見ると蛇紋岩の角礫に混じって,

径数｡mから数10cmの大小の角礫状海泡石が不規

則に散在している(写真2).マトリックスは大部分

が蛇紋岩質や石灰岩質の砂であり,熱水作用の痕跡

写真1

トルクメントカトの海泡石鉱山の坑口にて1990

年2月撮影.前列中央柴田正三氏(名工試セラミ

ック応用部長一当時一,後列左端ダネル君).

は全く認められない.また捨てられたずりに混じっ

てマグネサイトの角礫がしばしば見出された.セペ

ッチでは周辺の山地にはマグネサイト脈を伴う蛇紋

岩が分布しており,トルクメントカトの場合などわ

ずか数百m隔てた所にマグネサイト採掘場がある

ことから,角礫がここからもたらされた事は明らか

である.

このような不規則な産状から見て,セビオライト

が化学的に沈殿したと考える事は難しい.また以前

議論されていたように(Buie,1975),既にセビオラ

イト化した岩石が角礫状の形を保ったまま運ばれて

堆積したと考えるのもセビオライトの軟らかさから

見て難しいように思われる.私の短時間の観察から

得られた最も可能性の大きい考え方は,段丘堆積物

中のマグネサイト礫が,堆積後珪酸イオンに富む地

下水の作用で礫の外形をとどめたままセビオライト

化された,つまりマグネサイト(MgC03)が続成的

にセビオライト(Mg8)(Si12)030(OH4)(H20)12で交

代されたとする考えである.

このようた私の考えは,勿論十分なデｰタによる

立証が必要なため,1979年以来気にはたっても公

表する機会もないままに過ぎてしまったが,今回

MTAの調査報告を調べて見たところ私と同じよう

な考えが既に◎nce1andDenizci(1982)によって述

べられていることが判明した.また最近

Yeniyo1(1986)はアンカラ南方250kmのコンヤの

近くにあるチャユルバウのマグネサイト鉱床で,マ

グネサイト脈の一部が地表近くでそのままセビオラ

イト化しており,マグネサイトが漸移的にセビオラ

イトに変化することを確認し,セビオライトは地表

写真2同坑内にて.蛇紋岩だとの礫に混じって大小の角

礫状の海泡石が賦存している.

地質ニュｰス470号�
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第3図

シヴリヒサル南方地域の接峯面図

条件下でマグネサイトを交代して生成されたことを

報告した.この事実も海泡石の成因に関する私の推

定が十分可能であることを裏付けている.

4.2層状セビオライト鉱床

アンカラから西ヘエスキシェヒノレヘ向かって130

km程行くと異様に尖った花開閃緑岩の山嶺が右前

方に望まれる.この山裾にシヴィリヒサノレ(尖った

砦の意)という小さな町があるが,その南方約40

kmにはほぼ水平に近い構造を示す上部中新統(約.

500万～1000万年前)の地層が広く分布している.

現在豊田通商㈱がセビオライトの開発を行っている

鉱区はこの地域にあり,セビオライト質粘土を含む

地層は豊田鉱区の更に北東から南東へ広がる広大な

地域に分布している.

この地域はよく開析された老年期の地形で特徴付

けられる.第3図の接峯面図に示すように,地域

の中央にはサカリヤ川が複雑に蛇行しながら東～東

北東へ流れており,その南側一帯は標高950m前

後の高さにドロマイト質石灰岩からなる浸食平坦面

が発達し,北側には南へ向かって緩やかに傾斜する

比較的平坦た斜面が形成されている.これらの平坦

面は浸食に伴って分断され各地に典型的な残丘地形

1993年10月号

が発達している.従って残丘の斜面にはセビオライ

トを含む地層がほぼ完全に露出している場合が少な

くない(写真3).また調査地北端には標高1600m

に達する石灰岩およびオフィオライト累層からなる

山嶺が分布するが,上述の傾斜面との問は急な傾斜

変換線で境されておりNNW-SSE性の衝上断層の

存在が推定出来る.

写真3層状セビオライト鉱床の分布する丘陵地.典型的

た残丘地形の斜面に合セビオライト層が露出して

いる､すぐ下はサカリヤ川,前方はオフィオライ

トの山嶺.�
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囮セビオライト質粘土

[窒ヨ淡緑色粘土

[≡≡:];百音質粘土

組成鉱物#

麗セビオライト

囮スメクタイト質鉱物

園駆パリゴルスカイト

d:ド回マイト

｡1カルサイト

q1項英

P:斜長宿

m:雲母粘土鉱物

*幅はX線によるおおよそ

の鐙比を示す

第4図含セビオライト層の代表的粘状図と鉱物組成

このような状況から私達は,先ず第一段階として

地域を10km平方の枡目に切り各枡目の中で1～2

カ所づつ選んだ露頭について,それぞれの正確な層

序を確立した上で全体的な対比を行うという方針を

たて,一つ一つの露頭を上から下に向かって(何し

ろ急な斜面なので私のようなロｰトルには下から登

るのは到底無理である)巻き尺とクリノメｰタｰで

実測しながら層序を調べて行った.初期段階で私と

ヌスレット君とでこのようにして作成した柱状図は

合計15本に達したが,合セビオライト層の特徴は

この15本の柱状図にほぼ示されていると言ってよ

い.ここではサカリヤ川南側のセビオライト層準を

含む柱状図の代表的なものだけを第4図に示した一

なおここでは各層準の粘土質岩層についてX線粉

末回折によりおおよその鉱物組成を推定し,柱状図

の横幅を100%として鉱物組成の垂直変化を示して

ある.この図からも分かるように,野外では単に粘

土岩として記載した地層もX線で調べた結果では

大部分がセビオライトを含む粘土であることが明ら

かにたった.また合セビオライト層の時代について

は,セビオライト層準の直下から採取した有孔虫の

化石からこの地層が上部中新統に属することが判明

している(但しその後ダネル君達が採取した化石か

らは更に若い鮮新世一500万年前以降一という鑑定

結果が得られたという).

この図に示すように,サカリヤ川南岸地区の上部

中新統は最上部にドロマイト質石灰岩が発達し,以

下セビオライト質粘土,ドロマイト薄層,ベントナ

イト質粘土などからなる地層が100m以上の厚さ

にわたって累重している.一方サカリヤ川の北側に

はこれら粘土質層準の下部に当たる石膏質の岩層や

チャｰト層,石灰岩層が分布している.この下部層

の層序についてはまだ不明な部分が多い.

セビオライトを含む粘土は多くの場合,白色ない

し灰白色で激密･塊状を呈し層理は全く認められな

い.第4図に示したように,このセビオライト質

粘土の中の砕屑質鉱物としては少量の石英･長石と

スメクタイト鉱物が認められるだげで,大部分セビ

オライト,パリゴルスカイト,ドロマイトおよびマ

グネサイトからなっている.白色のセビオライト質

粘土を顕微鏡下で観察したところ,直径3～5μm

の自形のドロマイト粒がびっしりと均質に分布して

おり(写真4-a),明らかに自生的に生成されたもの

と推定された.セビオライトの形状は明らかでたい

が,これはセビオライトがドロマイト粒の間を充た

すような形になったためと思われる.この塊状･無

層理の厚い粘土層の存在は,極めて静穏た湖盆で長

時間にわたって堆積物が化学的に沈殿したことを示

地質ニュｰス470号�
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ド原マイト質セビオライト粘土の顕微鏡写真.

径2～3榊の緑ほ等粒のドロマイトが均質に

分布している古スケｰルは暮.1mm

写真各一a

写真4｣b褐色高純度セビオライト粘土の顕微鏡写真･有

機物の間隙に沿ってセビオライトの集合体の成

長が見られる1スケｰルはO.1mm

喫している.

ところで第4図の中で殆ど純粋なセビオライト

からなる層準があることに注目して頂きたい.この

高純度のセビオライトは何ケ所かで発見されたが例

外なく有機物を含む褐色の粘土である.厚さは最大

4m程度で分布範囲は100m×100m前後のレンズ

状をなす場合が多い.現在豊田通商㈱がイリアスパ

シャおよびタタノレキョイで開発の主対象としている

のもこの高純度セビオライトで(写真5),鏡下では

長さ10μm前後のセビオライトの繊維状集合体が

成長している状況が明瞭に認められる(写真4-b).

恐らく有機物の存在がドロマイトの生成を妨げたた

めこのような純度の高いセビオライトを生ずるに至

ったものと推定された.

このシヴリヒサル南方地域に賦存するセビオライ

ト質粘土の埋蔵量は莫大なもので,ドロマイト質の

1993年10月号

写真5

イリアスパシャの豊田通商鉱区に見られる褐色セ

ビオライトの露頭.丘の最上部は浸食平坦面とた

っている.

粘土も加えれば最終的には恐らく数千万トンのオｰ

ダｰに達するものと予想される.トルコにおける未

開発粘土質資源として最も注目されるものの一つで

ある.

4.3クブルスチュクのセビオライト鉱床

アンカラの北約70～120kmの地域にはキョリョ

ウル山脈と呼ばれる標高10q0～2000mの山嶺が東

西に続いている.この付近は中新世以降火山活動が

相次いたところで,流紋岩質から玄武岩質にいたる

さまざまの火山岩が分布している.クブルスチュク

はこの山岳地帯の中心にある小さな町で,1989年

その周辺一帯でMTAがカオリンやゼオライトを

目的に調査をしている時に,偶然セビオライトが発

見された.

セビオライトが発見された所はウシャクキョルと

呼ばれる小さな部落に隣接するクルパソプナルテペ

と呼ばれる丘の上で,付近の地質は中部中新統とさ

れる凝灰質岩層とこれを覆う細粒の安山岩,更にこ

れらに貫入した斑状安山岩ドｰムからなっている.

凝灰岩は一般に黄緑色を呈し,スメクタイト化が顕

著である.しかし斑状安山岩ドｰムの近くの凝灰岩

だけは白～灰白色の粘土に変わっており,その一部

がほぼ純粋なセビオライトであることが判明した(第

5図).この凝灰岩はドｰムの近くでは破砕を受け

たようだ構造を残し細かいチャｰトの角礫を混える

など(写真6),ドｰムの貫入の影響で原構造が部分

的に破壊され更に再変質を受けたものである可能性

が強い.セビオライト質粘土の分布は極めて不観則

で,量的には多くても数千トン程度と推定されてい

る.�
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このウシャクギョノレの粘土の特徴は組成的に極め

て変化に富んでいる点にある.黄緑色を呈する粘土

は主としてスメクタイト,斜長石,オパｰノレC-T

から次り少量の沸石および雲母粘土鉱物を含んでい

る.しかし白色粘土の場合はセビオライトの他に長

石,オパｰルC-T,更にスメクタイトが変質した

と思われる底面反射の不明瞭な粘土鉱物などを含

み,中にはセビオライトとスメクタイトが共生する

珍しい粘土まで見出された.このような事実は,一

旦スメクタイト化された凝灰岩が更に一何らかの作用

でセビオライト化された事を示唆している.セビオ

ライトの分布が安山岩ドｰムの周辺に限られている

事は,安山岩の貫入に伴い何らかの熱水作用が存在

した可能性を示すものと思われる.

このウシャクキョルから3km程隔たったカラシ

ャルでも小競模なセビオライトの露頭が発見されて

いる.この合セビオライト層は極めてよく成層して

おり,層別の鉱物組成の変化を明瞭に観察すること

が出来た(第6図)1それによると最下部の中粒凝

灰岩から真ん中の淡緑色粘土に至る問にセビオライ

トが次第に濃集していく過程が明瞭に示されてい

る.上半部では余りセビオライトの濃集は見られな

いが,非晶質のオパｰルが多く含まれ鏡下では珪藻

の破片も見出された.なおこの僅か1m程の層の

第5図

クブルスチュクｰウシャクキョルの

セビオライトの産状を示す模式図

写真6

クブルスチュクでセビオライトが発見されたトレ

ンチ.凝灰岩が破砕を受けたようだ産状を示す.

この白色粘土中にセビオライトが含まれており,

含有量は下へ向かって高くなる.露頭下部に黒色

のチャｰトの細礫が層状に挟在している.

上下には厚いチャｰト層が発達している.このチャ

ｰトは一見玉髄質で貝殻状断口に富んでおり,珪藻

土が続成作用によってチャｰト化した可能性が欠き

し･.

このカラシャルのセビオライトは,ウシャクキョ

ルなどで生成したセビオライトが二次堆積したもの

と思われるが,特に上記の淡緑色粘土は不純物が少

1m･･､･

･㌻･ノ･■｡

＼＼■

･､･＼｡シ･白色凝灰岩

て･､＼･､＼ぺ(多孔質)

/■/■

＼＼､､

～～～～～b白色中粒凝灰岩

C濃緑色粘土

_'クｰ

上'_ノ_d･珪質細粒凝灰岩

_一_一_一(チャｰト細礫

｡一｡一〒を含む)

丁〒｢｢一rTe白色中粒凝灰岩

r1｢｢rr

組成鉱物

騒セビオライト

囮スメクタイト

Fカリ長眉

O｡オパｰルC.T'

及び非晶質オパｰル

第6図

クブルスチュクｰカラシャルの合セビオライト層の層序

と鉱物組成
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写真7カラシャルのセビオライト露頭.真ん中の10cm

足らずの薄層がほぼ純粋たセビオライト粘土であ

る.

ない事からクブルスチュク地区の代表的なセビオラ

イトとして,名工試で詳細な鉱物学的研究が行われ

つつある(Tomuraeta1.,inpress).それによればカ

ラシャルのセビオライトは7%近いA1203を含み

(セビオライトは理論値では0%),熱分析の結果で

はパリゴルスカイトとセビオライトの中間的性質を

示したとの事である.またX線粉末パタｰンも他

の地区のセビオライトとは若干異なり,単斜晶系

(他は斜方晶系)のものと結論されている.参考のだ

各タイプのセビオライトについて,名工試で実施さ

れた蛍光X線による分析の結果を別表に引用させ

て頂いた(第1表).

5.シヴリヒサル粘土の生成環境

上述の異なるタイプのセビオライトについて,成

因の違いが当然微量成分の分布に反映されていると

考えられたので,MTAの化学分析室に分光分析法

および原子吸光分析法による徴量成分の分析を依頼

した.分析を行った試料はシヴリヒサル,クブノレス

チュクの両地区からそれぞれ12個づつで,比較の

ため海泡石の試料も1個加えた.詳細なデｰタは

省略するが,シヴリヒサルの粘土はSrを多く含む

ことおよび一部の試料にBが検出されたこと(出現

頻度30%)で,クブルスチュクの粘土はCu,Mn,

y,Zrなどで特徴付けられることが判明した.特に

注目されたのはNaとKの分布で,シヴリヒサノレ

の試料の大部分はクブルスチュクの粘土よりも遥か

に少ない0.1%以下のNa,Kを含むことが明らかに

なった(第7図).ただその中で2個だけは相当量

のNa,Kを含んでいるが,これは上部中新統の下

部層から採取した試料で,例外的にNi,Cr,Cuだと

も含むことから基盤に由来する砕屑質の鉱物を多く

含むことを反映したものと推定された.Na,Kとも

地殻中の平均含有量は2.5%であるから,シヴリヒ

サノレの粘土のアノレカリ集積量は平均よりも蓬かに少

ないとが明らかになったと言える.このことはシヴ

リヒサルの粘土が内陸の湖沼中で化学的に沈殿･堆

積したという推定を支持するものではあるが,堆積

環境については必ずしも汽水環境を指示していると

は言えないように思われる.

第1表

トルコ産セピ方ライトのタイプ別化学組成

理論値海泡石(TUR-1C)

シヴリヒサル(ILP-7)

クブルスチュク(KRS{C)
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クブルスチュク産粘土
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`セビオライトに富む粘

土を示す
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(浄)1.黒色のマｰクは比較的セビオライ

トに富む粘土を示す

2.Sr分析値は最低値(高純崖セビオ

ライトの40ppm)に対する比で示

した
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齢1F第8図

�

セビオライト質粘土中のSrの分布

���

なおSrの分布にも明瞭な相違が認められた1第

8剛こ示す様に,一般にシヴリヒサルの粘土にはク

ブルスチュクの粘土の10倍程度のSrが含まれてい

る.例外は最もセビオライト純度の高い褐色粘土で,

40ppmのSrを含むに過ぎない.しかしその他の

粘土は絶対値で500-2000ppmのSrを含んでおり,

地殻中のSrの平均値が300ppmであることからみ

ても異常た濃集と言える.恐らく火山活動に伴って

水中に放出された可能性が大きい.またこれカミ粘土

中に濃集していることも堆積盆が内陸の閉鎖的た湖

沼であったことを示唆していると言えよう.また褐

色粘土中にSrが少ないのは,Srがドロマイトと共

に沈積する傾向が強いことを反映していると考えら

れる.
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トルコの新第三系は世界最大と言われる棚素鉱床

を始め,天青石(Sr鉱),トロナ(炭酸ソｰダ鉱),

岩塩などの豊富た産出で知られている.しかし各堆

積金別の詳しい元素分布についてはまだ殆ど手が付

けられていたい状況であり,これら新第三系の地球

化学的対比は,今後の興味ある課題の一つと言えよ

う.

謝辞:最初に述べたようにMTAのセビオライト

調査は名工試との共同研究をきっかけとして発展し

たξ言える.特にセラミックス応用部の渡村信治課

長及び宮脇律郎博士は,来トの際に研究の途中経過

について詳細た報告をして下さりMTAの関係者

一同にとって大きな刺激となった.この小論をまと

めるにあたり渡村,宮脇両氏から頂いたデｰタが大

変参考にだったことは言うまでもない.また豊田通

商㈱の芝田善明氏にはプロジェクト開始前の予察の

際シヴリヒサノレの現場をご案内頂くなど,大変お世

話になった.これらの方々にこの機会に厚くお礼を

申し上げる次第である.
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